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食事サービス提供管理委員会　第12回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成28年4月8日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録： 櫻田靖子

【委員】

	櫻田

委員長
	北向

副委員長
	深澤
	平賀
	菅原　

	○
	×

回覧
	△

回覧
	△

回覧
	○


· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

【

	秋山
	上野
	古川
	木村
	原
	大塚

（日清）
	岡嵜

（日清）

	○
	△

回覧
	×

回覧
	△

回覧
	○
	○
	○


＜連絡事項＞

· 委員会欠席時には、欠席届を必ず提出すること。

· 食事発注の際、前の食事の「受け」数も各病棟・フロア・施設で必ず入力するようお願いします。提供数の確認が出来ません。
· 食事発注の際、外泊・外出・食止め等で食事を止める場合には、食数のみではなく発注フォームの備考欄に、必ず食止めする方の名前の記入をして下さい。
· 経管栄養の発注の際、数の発注ではなく、人数の発注となります。また、入力の際には備考欄に使用する濃厚流動食名と使用者名の入力をお願いします。

· 毎月、意見を頂く際に、法人内で人気・不人気メニューを教えていただけるようお願いします。献立内容の見直しにつなげていきます。

· 新入院患者様や食事変更時、副食が常菜で主食が大盛りや軽食、粥食の方がいましたら、カードの提示が必要になります。カードは各病棟での準備となりますので、カード作成し、レストランにくるようにお願いします。

Ⅰ　委託給食に関する意見

	
	意見
	委託業者での対応
	施設での対応

	東病棟
	・特になし。
	
	

	西病棟
	· みそ汁のメニューを増やして欲しい。

　（豚汁とか具だくさんのもの）

· 色ご飯や混ぜご飯も増やして欲しい。

　（たきこみご飯、わかめご飯、ひじきごはん・くりご飯など）

· 主食の配膳待ち時間は依然に比べ短縮したと思う。

· いつも挨拶を返してくれるので嬉しい
	・5月にたけのこご飯を提供する予定です。ひじきごはんの提供も検討していく。
	・常食でも、キザミ食の方でも食べられるように具材を細かく刻んで提供しているので、満足感が得られていない可能性があるため、具材が細かすぎる時にはその都度、委託業者に伝える。

	南病棟

	· ＣＤユニットでお粥やみそ汁(トロミつき)が熱過ぎる事が多くあり。認知症フロアなので、自分で食べる人は火傷をする可能性がある為温度を調整してほしい。

· 2016/3/23夕食時、其田様の食事にエプリッチが付いており、スタッフも気付かず出して数口食べてしまったが、スタッフが途中で間違いに気付き、日清スタッフへ伝えると、口を付けたエプリッチをそのまま高橋礼子様のお膳へセットしていた。その時高橋礼子様のエプリッチが無いともう一人の日清スタッフは取りに行っていた。忘れ物が多く、取りに戻る事が多い。(特に朝・夕)その為、提供時間が遅れ、遅いと20分頃になる事もある。提供時間が遅いのに下膳時間は早い為、食器が沢山残り、運ぶのが大変。下膳時間が30分と言う人もいれば、40分という人もいる。どちらが正しいのか。

· テーブルを叩く患者様を見て「うるせえなこいつ」と言った日清スタッフがいた。

· 何も言わず出て行こうとする日清スタッフがおり、帰宅要求が強い患者様が一緒に出て行こうとしてもめていることがある。出る時はスタッフへ声掛けをして下さい。

· 閉鎖レストランのお茶のやかん、口先が少しつぶれているが、前ほどこぼれることはない。
	· お粥は温蔵庫に入れていませんが、提供する前に温度を確認してから出すようにします。

· 男性スタッフ、女性スタッフの2名で配膳しており、女性スタッフがつけ間違えて、回収したものを配膳作業をしているところにおいて、替えの補助食品を取りに厨房に戻ったとのこと。その間に、男性スタッフが食べかけたものだと気がつかずに、本来配膳されるべき患者様に出してしまった。女性スタッフが男性スタッフへの伝達ができていなかったこと、男性スタッフが確認せずに、配膳してしまったことが原因と考えられるため、指導を実施。

· 下膳時間の目安は30分、配膳遅れがあったときには40分と周知する。


	

	北病棟
	· 野菜の副菜を残す方が多かった。

· 適切に配膳が行なわれていた。

· 広口の御椀で対応して頂いているが配膳時にこぼすことが多い。
	・薄味にしていたこと等が原因と考えられる。
	· 副菜の味付けはそれほど薄くないため、今後も残食状況の確認をおこなっていく。

· 汁椀は、発注した新しいものが届き次第、そちらに変更する。

	南山2F
	・台車のメンバーと早出しのメンバーを変更して欲しい。
	
	・メンバーを確認し、変更しました。

	南陽館
	・特になし。
	
	


《今後の対策と方法（日清医療食品より）》


　南ＣＤユニットからの意見が多く挙げられておりました。病棟で食事セットをしなければならない場所で、患者様への間違った態度やセットミスがありました。担当者同士の連携がうまくできていないことも原因となっていたため、病棟での作業方法や患者様への対応について再度教育を実施致します。また、改善が見られない場合は、配置変更等を検討致します。

《総括》

　　スタッフの対応についてのクレームがあがっていましたが、１人のスタッフに対してのクレームが続いている状態で、そのスタッフに対して今回指導をして頂いています。他のスタッフは、職員や患者様に声をかけてくださる様子も見られており、良い印象を受けているという声も聞かれています。今後も、良い意見が増えていくように良い部分を継続して、取り組んで頂きたいと思います。

　　　料理に対する意見も上がっていたので、今回の意見を参考に工夫して、今後も継続して検討・改善していきたいと考えています。　

Ⅱ委員による検食評価

	
	検食日
	感想

	秋山
	4/3（昼）
	カレーは具も柔らかく美味しかった。小鉢の味が少し薄い感じがした。


	北向
	3/29（昼）
	うどんがぬるかったが、彩りや盛り付けや味付けは全て良かった。

	原
	4/7（昼）
	チャーハンの味付けは良かったと思いますが、チャーハン独特のパラパラした食感がなく、普段の白いご飯よりも軟らかいような感じがしました。メニューに合わせた食感の工夫があっても良いのではないかと思います。

	櫻田
	4/4（昼）
	ラーメンは味付けがよくておいしかったです。副菜のキャベツのゆず風味はさっぱりしていて、ラーメンと合っていると思いました。


Ⅲ　検討事項

・果物のミキサー食について

4/1～トロミやミキサー食の人には、提供される果物に似た味のゼリーをつけて提供。→問題なく実行できている。

Ⅳ　委託業者より

・閉鎖レストラン：グレープフルーツ禁の対応について

　グレープフルーツ禁ではない患者様が、グレープフルーツ禁の方の代替食品を持っていってしまうことが多く、前回は用意していたものが足りなくなっていたとのこと。気を付けてみるようにしているが、盛り付け作業と平行して行なっているため、間違って持っていかないか確実に確認することは不可能。なにかよい改善方法はないか。

≪検討内容≫

・西病棟でグレープフルーツ禁の患者様が多い。現在、西病棟では特食の方が初めに来ている為、禁食対応の方も特食の方と一緒に来てみてはどうか？

→並ぶ順番を変えることで患者様が混乱することが考えられるため、順番を変えるのは望ましくない。

· グレープフルーツ自体を提供しない方がよいのでは？

　→提供する果物の種類が減ってしまう。同じ果物が提供される頻度が高くなる。

· 給食で提供される分量では、薬との副作用が起こることは考えにくいことから、グレープフルーツ禁にしなくてもよいのではないか？

⇒次回まで、検討をする。

Ⅴ　意見箱の意見

閉鎖側レストラン意見箱

· ちらし寿司、太巻き、海苔巻、稲荷寿司が食べたい。

· 炊き込みご飯が食べたい。（たけのこご飯、きのこご飯、赤しその混ぜ込みご飯、菜めし）

· 夏以外でも、冷やし中華が食べたい。

· 食後のデザートにゼリーの種類を充実させて欲しい。（コーヒーゼリー、カスタードプリン、イチゴバニラムース、さつまいもゼリー、かぼちゃゼリー、黒ｺﾞﾏプリン、チョコレートゼリーなど）

その他にも、食べたい食事についての意見があがっていたので、献立に反映できるものを献立に組み込んで頂く。
Ⅵ　食中毒予防

・食中毒予防のため、食事前の手洗いを徹底して下さい。

＜次回委員会＞

日時：平成28年5月13日（金）第2週目金曜日。

場所：青南病院2階　会議室　　

時間：15：30～

意見の入力は5月9日（月）までにお願いします。

